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簡約日本語

簡 約 日 本 語

野 元 菊 雄

日本語が世界で多 く学ばれるようになってきました。ある言語が国際化

し、学習人口が増えると、いろいろなことがその言語の上に起 こってきま

す。

その変化のうちの一っには、日本語そのものは目的というよりは手段に

なって しまうということがあります。そうなると学習者の目的は、技術を

習得するため、××学で博士号とるため、などとなりますから、 日本語学

習にはなるべ く時間をかけない方がいいことになります。極端な場合、あ

る技術研修機関では、あるクラスの日本語教師に十時間で日本語を教える

よう要求があった、という例もありました。十時間の日本語でどんなこと

が教えられるので しょうか。日常のあいさっとか、買い物の時の言葉とか

を教えて十時間を過ごすことも可能です し、多 くはそうしていると思いま

す。 しか し、それだけではちょっともったいない気が します。日本語 とは

どういうものかを少 しでも頭に残すようなものを教えるべきではないか、

と考えます。例えば英語などがSVOな のに対 して日本語はSOVで ある

とか、単数 ・複数はそれほど気に しな くてもいいとかは覚えておいてもら

いたい、 と思います。

けれども一方で時間は非常に限 られていますか ら、日本語の難 しい点を
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文林 二十六号

取り払い、エッセンスによる日本語を創 り、そこから学習 し始めるのが効

率的です。 このようにして作 った日本語を 「簡約 日本語」ということに し

ます。 といってもこれは初歩のところで、あと次々とステップを重ねていっ

て、最終的には日本人の日本語 と同 じところまでいくものと考えます。 こ

の点では他の第二言語教育 と全 く同様です。

ところがその初歩だけが簡約 日本語であり、 これだけだ、という誤解が

世間にあるようです。 しか し、 このシステムで始めた全過程を 「簡約 日本

語」 と呼ぶ ことにします。

この 「簡約 日本語」をわたしはずいぶん昔から提唱 していました。その

ときは一部分にしか反響はありませんで したが、昭和62年2月26日 の

朝 日新聞夕刊にこの記事が出てか らは、大分世間を騒がせるところとなり

ました。賛否相半ばする、というと恰好はいいけれど、実は反対論の方が

多いようで した。神聖な日本語をゆがめるのか、 といった精神論的愛国者

の反対は素朴な もので何 ら意とするほどのことはありません。また、 これ

はこれでいいとして、これを習 った外国人が これを使って話 しかけてきた

らどうするのか、われわれ もまたこれを使わなければならないだろう、 と

いう反対論で、これは、 してや った りという顔で言 うのが大部分です。 し

か しこれは言葉を知 らない者の言 うことです。あのすごいインド英語をイ

ギ リス人はよく理解 しますが、それへの応答はインド英語など使っていま

せん。む しろ日本人は純正の日本語で答えるべ きです。これが教育的な態

度 というもので しょう。

これ らにも増 して声高の反対論は、わたしに言わせれば、日本語にっい

てのエ リー トの外国人か ら起こりました。外国人向けのやさしい日本語を
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簡約日本語

作 って、それを学習させるのは差別である、 というのです。 しかしどんな

外国語教育 もやさしい(初 級の)と ころから出発するのが常です。反対 は

この初歩だけが簡約日本語だどという誤解から出発 しています。これ らの

人はあまりにもエ リー トであり、立派な日本語が使えるものですか ら、初

心を忘れた、 といってはよくないで しょうが、学習 し始めたころのことを

忘れてしまったものでしょう。これも問題とするに足 りないものです。

さ て、 次 に具 体 的 に簡 約 日本 語 の ス テ ップ1、 ス テ ップHに つ いて あ げ

て み ま し ょ う。

ス テ1ソ プ1

1.第 一 課

1 2 3 4

名 詞 文 形容詞文 形容動詞文 動 詞 文 存 在 文

現

在

肯
定
文

Nで す

NlはN2で す

Aい です

NはAい です

Naで す

NはNaで す

Vま す

NはVま す

Vま す

NにVま す

否

定

文

Nで はあ りま

せん

N1はN2で は

あ りません

Aく は あ りま

せん

NはAく は あ

りません

Naで は あ り

ません

NはNaで は

あ りません

Vま せん

NはVま せん

Vま せん

NはVま せん

過

去

肯
定
文

一
Aい で した

NはAい で し

た

Naで した

NはNaで し

た

Vま した

NはVま した

Vま した

NはVま した形容動詞文

と同 じでで

きることを

1形 容動詞文

のところで

説 明

否

定

文

Aく は あ りま

せんで した

NはAく はあ

りませんで

した

Naで はあ り

ませんでした

NはNaで は

あ りません

で した

Vま せんで し

た

NはVま せ ん

で した

Vま せんで し

た

NにVま せ ん

で した

連体修飾

用 法
N1のN2で す AいNで す NaなNで す

1

辞書形を与えるまで

教えない
1

(3)
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5.助 詞

1-■
1.を 2.に 臼,か ら 4.ま で 5.で

[目的語]をV [補誰]にVま Nか らVま す Nま でVま す [手段】でVま

ます す す

〔時聞]にVま NIか らNτ ま [場所〕で Ψま

す で Ψます す

[場所ユ にVま
[場所]で 〔目

す
的語ユをVま

す

[到蓮点]にv
[時間]に[場

ます
莇]で[目 的

制 をVま す

1繍語]1二[目

的語]をV

ま

皿.第 二 課

希望の衷現 意毒の表現

Vた い守すVま す

Vた くはVま しょう
お りませ ん

Nが ほ しい
です

Nが ほ しく
はあ りません

消極的行為要求の表現

Vま せんか

Vま すよう
おねがいします

押をお萄がいします

積極的行為要求の衷現

v観 ら
,甑覇)

おVく だ 古い

Nを(わ た しに)
くだ さい

(4)



簡約旧本語

ステ1アブ 皿

皿.第 三課

皿一1あ い さつ

皿 一1--1こ ん に ち は

こん ば ん は

さ よ(う)な ら

失 礼 します

皿 一1-2お は よ う(ご ざ い ます)

お や す み(電 さ い(ま せ))

皿 一1-3い っ て き ます

い う て ま い り まず

い って{い)ら っ し串 い

皿 一1-4た だ い ま(か え り ま し た)

:おか え り(な さ い(ま せ))

皿一1-5い た だ き ます

ご ち そ う さ ま

介

1

紹

一2

2

一

■

皿

皿

ウ
凹

3

固
1

■

一

]

2

ウ
訓

0
血

一

一

一

皿

皿

皿

など

はじめまして

はじめまして

Aで す

よろしく(お 願い します)

こちらBさ んです

Bで す どうぞよろ しく(お 願いします〕

皿 一5か い もの な ど

田 一3-l

m-3-2

田 一3-3

皿 一 且 一4

Cは ど こに あ ります か

こ こ、 そ こ、 あ そ こ に あ り ます

Cは あ り ます か

あ り ます

あOま せ ん

Cを くだ さ い こ れ、 それ 、 あれ

CをDく だ さ い

(5)
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皿 一3-5

皿 一3一 日

皿 一 且一7

皿 ・-3・-9

皿 一 且一9

皿 一4

皿 ・-4-1

ひとっ

一個 一 二

こ い う に

牧

まい いち

一グ ラ ム

一セ ン チ

い つ

一メ ー トル

い ち

一キ ロ

Cは(お)い くらですか

E円 です

どの くらいかか りますか

E円 ぐらいかか ります

(Fか ら)(Gま で)ど のくらいかかOま すか

H時 間 ぐらいかかります

(Fか ら〕(Gま で)い くらですか

E円 です

いまなん時ですか

1時^一 分です

D.

ふ たつ ろ コつ

さ ん

よっっ いつつ

四 五

よ ん ご

よ

(よ ん)

よん

むoっ ななつ やっつ ここのっ とお

六 ・ヒ 八 九

ろ う しち は ち き 唖 う

{な な)(は っ)

ろ く

ろ ウ

はち

は っ

はち

は ち

(ほ っ)

(6〕



皿 一4一 量E.

.円 一・ 二 三 四 五 六

え ん い ち に さん よ ご ろ く

十

じ 申 う)く

百

ひ 中 くx

千

せん(い っ)

万

まん

億

おく

(一び"⇔

(一ぜ ん)

よん

簡鮒日本語

七 八 九

しち はち きゅう

(なな)

ろ っ は っ

(一ぴ 卓 く)(一 び ゃ ⇔

はち

皿 一4-3H.

一時間 一 二 三 四 五

じかん いち に さん よ ご

西 十 ～

じゅ うx

一分 一

ふ ん い つ

(一ぷ ん)

十分

じっぷ んX

(～)十 ～ 分 十 分 、 一分 と同 じ

じ仲 う ふ ん

よん

二 三 四

よん

(ぷ ん)(一ぷん)

六 七

ろく しち

(なな)

五 六 七

ご ろ っ

(.ぷ ん)

ろ く

八 九

は ち き 硝う

(⇔

八 九

{まっ き 噛 う

(一ぷ ん)

はち

{7)
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皿 一4-41.

-1専o-一 二 こ 四'1:

じ れ い い ち に さ ん よ ご

卜一1・ 一:

じ 中う いち じ 中 うに

・う}はHと 障】じ

こ1う}→ 半

はん

午1111午 後

ごぜん こ ご

六 七 八 九1-・

ろ くLち は ち く じ坤 う

(心 な)

IV,第 四 課 デ ス ・マ スの その 他 の形

1,デ ス ・マ ス の活 用

Vま せ ん(既 出)

Vま したら

Vま すなら

(Vま すれば)

Vま す(既 出)

Vま す時

Vま すので/か ら

X→Aく はありません/

N/N8で はあのません(既出)

N/A/Naで したら

(N/A/Naで すなら)

四/Nlaで あれば一・Aければ

N/A/Naで す(既 出)

(N/A/Naで す時)

N/A/N自 でずので/か ら

2.他 の動詞がつづく形

Vは じめます

Vお わります

Vす ぎます

Vた ります

,

↓

Vた まえは止める

3.敬 譜

おVに な り ます

い ら っ し中い ます

(臼)

4、名 詞

V



簡約日本語

ステップIIま では動詞は活用を教えず、すべてマスをつけて、マスの活

用だけとすることとしています。 これは簡約日本語の低いステップ、IIま

では一貫 して取 るのがいいでしょう。 ステップ皿か らマスにっつ く形以外

のものに絞 っていく予定です。 このようにマスか ら出発するのは、まずは

動詞によっていろいろ活用を覚える時間のない場合のことを考えて出発 し

ようと言 うところからで、別にこの形が現実に多いか らではありません。

このことを 「書 く」 という動詞にっいて実際のところを見てみます。

使った資料は新聞KWICと 言語生活KWICと 呼ぶものです。新聞K

WICは 、少 し古いのですが、昭和41年 の1年 分の新聞語彙調査でサ ン

プルになった語の文脈付 き語彙表で、言語生活KWICは 雑誌 「言語生活」

の創刊か ら終刊まですべての 「録音器」欄のこれも文脈付き語彙表です。

前者は書き言葉の代表として以下 「書」 と略 し、後者は話 し言葉の代表と

して以下 「話」と略 します。延語数 は 「書」が671,697語 、 「話」

は410,662語 です。

簡約日本語にっいては、雑誌 「日本語学」1991年4月 号に 「簡約 日

本語の創成」という題で、わた しは他の二人の方と共同執筆 しました(以

下 「日本語学」としてこれを示 します)。 今回のこの文は、 これとも重な

る部分が少 しあります。 「日本語学」の方ではKWIC(Keywordsin

Context.文 脈付き索引)な るものについて概念が得 られるよ うに 「わか

る」 という語に関 して、図に示 しましたが、指定 どおりにしてくれなかっ

たので、意に添わないものとなりました。 ここでもその訂正の意味で、正

しい図を示 します。 この図に関 しては 「日本語学」の方 は改めることとし

ます。図では漢字仮名まじりが 「書」 で、 片仮名が 「話」 のKWICで

す。

(9)
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層04009C1012029
21712AOOO7021

6008日 」1006003

34429」joO202a

20214C1010029

54156C且00100.1

59104C10020D9

60344」100ユOD2

30145C100303畔

29996AOOO10重7

39852KOOO50`{卍

67553」16く}7010

70753AOOO5014

79656J1002012

36629C上012046

23664」1005016コ
23797C1003013

29966CIOO5012

81835KOOOIO29

14339AOOO4026

01790J1006015

06594」1004013

07102AOOO7032

10407JlOO1004

22166AOOO7003

23140AOOO8038

29746KOOO2004

25088C1005027

25088C1005054

38e38KOOO5014

50383C1002028

50772C1002010

57172AOOO8002

62625」1001021

68587AOO10006

81792KOOO2003

06乳09』1001022

07521J1008017

36638J1001088

36638」1001104

07490AOO12010
05209AOO15017

36638」1001160

73703AOOO■043
78484AOOI6018

06990C!00-7050

4q2≡21AOOO6034

41年57AOOOIOO8

84589AOOllO24

04518CIO15035

69983AOO10021

06990CIOO7023

呂与3工5CIO10016

39633CIOO3020

4て 日57AOO。2011

〒1312KOOO306ユ

48384AOOO5004

50529C1005025
50529C1007006

08422J1003072

68{i10」1004037

10997AOOO3003

睾rl83KOOO2010

t3921AOOO4147

14332AOOO3014

臨5743AOOO2023

茶〃仲間〃に動める暁子をめぐる

坂一峻岐な北アルプスを背景に,
ペノレリン.ド イツ。オペラ公演 「

問とチェス人間.英 貌のクーラと
祭男便主演買ベール ・オカルソン

年委託930〕16467667
どの年齢の彼女に,彼 はその時,

取材部員 。新聞業務に興哩宗有る.

流行の}ッ プ=Mo美 容部艮募塾
Oわ たしに告げて=MO春 よりも

両国 ・高たのばば昼下りの情事 ・

ラブ風景をはじめ,年 の功あり,

春秋会」第一回公演は,狙 之助の

板田前名人を鞍って,二 十三歳の

いおしろいです,ユ ペロンのんで

ッシ詞ン・あなたを美しく早看の

たまえ 「臼由喧時間」 「惰熱」 「

なだいなだ安西愛子他00カ ラー
ハ イッ面慌毎日4～8時 〕貴女の

指名料r衣 裳全艮貸与 ・経馴不問

けなしのウールの格贋があなたの
タ家屠用品を販売している会社で

スチック乗界の域最株です=MO

も三十歳以下の若ものぞろい.〃

がポイソトのおし"れ セークー…

まを与えまい.琴 桜は北棄山に〃

も〕18,800円 はつらつたる

金利と日本経済」青葉翰於40r

ト隣の恵比寿メ7キ 工塙寮内工員

要でもあわて右いですむヤカ7で
とつで熱くもぬるくも調節できる

2=m2和 洋日室環塊腸当秀委託 若尾 商事312〕7131～3売 アパ上旧岡歩8分 地165=m2付

4545和666車 用{ガ水売委託 着尾 商亭和泉多庫駅歩3分45坪 付420万 亘邸内建24坪 庭広現秀

東映さくら川崎取映立川乗映南座 着尾 又子 。伊雁孝雄中原早苗山下淘一郎原作濫岩重晋監督鳥排二宇i・:t

に生きる信仰」機榿と人間〕峠田 若鮭 他7・00あ すの村づ くり 「みかん産地の控進力」9・00現 代

海部次官をつかまえて 「自民党 も 著返 っ た ものですね.そ れにひきかえ社会党は最年少講員が四十二設
百四十囲むね.ピ ックリナる13ど 着運 り ますイノチがかよっているような精巧 さ,誰 にも気づかれない
しかも,そ れら`藍閥の餌し⇒うは 若返 り1そ の当時六十五巌の石井光次郎氏,パ'卜 四趨の大野{㌍韮氏ら
ビル内横浜31〕5428～93着 がえっ て ・一シ"!と リ・フレッシ昌クケグ胃腸栗♪,し大銃領アジア1圧
榮中冷電吋委証930)1646着 木 京成八千代台歩四分南庭築二年66451猷a79万 売頭39万5

,息 者五人が脱走していることが

人はほとんど即死,と いうことが

票箱は朔壇裏の開東室へ,結 果が

アンテナであるζとが,は じめて

が一人で良子さんを殺 したことが

こねこはス トーブがあついことが

着姿を見たいという母親の気持も

若き
着き
若さ
着き
若き
若木
若く
若く

若く
着く
吾草
若さ
若さ
著さ
若さ
着さ
宕さ
者さ
着さ
若さ
若さ
若さ
若さ
若さ
若さ

若さ
着さ
着狭
若子
沸かし
沸かし

.し かも組の組績は.使 い番,小 若衆.中 老.宿 老など,その年齢による絶対1恨従の陀属嵩がやかまし
雑木林からタキギを拾って7口 を わかす.い ましがたとって詣た卵はまだぬくみが残うている.ガ マロ
で齢 蟷効學がよいのでヤカンで 榊 Ψ 早丑O#咄 τ佃 馴 鱒 鱒 邑臥 刊セ曇刊自;脚 頭 塁
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ここでは 「書 く」という話にっいて、 それぞれのKWlCで どんな形が

現れたかを示 してみます仁各列左が 「話」で右が 「魯」です。

カカ セル22

ナイ51

レ'レ(受身)6ユ5

以上 計
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カ コ

～ ウ

1

4 1

カ ケ

以上 計

ナ イ/ズ

マ セ ン

ル

タ

5

只
∪

り
0

8

り
自

1

2

1

以上 計

総 計

183

389122

ここではカキマスの形はそんなに多 くはありません。範囲をカキの語形

全部に広げても、カクよりも少ないのです。 しかし、 日本語教育の一般的

な伝統に従ってマス形を出発点 とすることにします。 第一課 とは離れて

この 「書 く」の表を見ますとカイの形が圧倒的に 「話」の世界のものであ

ることがわかります。特に終助詞 「の」のついた形、準体動詞 「の/ん 」

のっいた形でこの傾向が強く現れています。 カクの形にっいてもこのこと

は言えます。最後のカケナイなどは可能動詞の関係のものです。

形容詞文では、 「Aい です」の形は当然認めることにな ります。 この

形はわたしの年代の者には多少の違和感があるものの、既に1952年 の

「これからの敬語」で正式のものとして認知されました。 また、 この形 は

形容動詞のところと同 じになる点でプラスになると思います。

ここでの問題は動詞ではマスにっづける形、いわば連用形1を とりなが

ら、形容詞では辞書形をとるということです。動詞 とそろえて連用形にし

(15)
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て、 「Aく あります」とするのも一っの考え方ですがここではとっていま

せん。 「Aく あります」とすると否定形の、ここでは採用 している 「Aく

はありません」 と結 びつきやすく有利 な面もないではありませんけれども。

形容詞の現在否定形 としてはここでは 「Aく はありません」 としていま

すが、 「Aく ないです」 も考えられます。 しかし 「Aく ないです」をとら

ないのは、 「Nで はありません」や 「Naで はあ りません」 と平行 して

「Aく はありません」の方が均整的であると考えたからです。名詞のとき

にrNで ありません」は少々変で 「Nで はありません」と 「は」を入れた

方が自然ですので、 「Aく はありません」 「Naで はあ りません」 とすべ

て 「は」を入れて統一することにしました。形容詞の場合 「は」は入 って

も入 らなくて もいいなどと教えるとそれだけ複雑となるで しょう。

形容詞の過去形 は 「Aい で した」を採用 しました。 これには多少問題が

ありそ うです。 この形 は現行の日本語教科書では少数派です。調べた17

種のうちではわずか2種 に出ているだけです。 しかし、多少古いで しょう

が、この形は間違 っていないし、また現実に時には現れる形です。形容動

詞文 と同じになることと、動詞文の 「Vま した」 と平行 してデスの形の方

で 「Aい でした」と均整がとれるから、 というのがその理由です。 この方

が覚えやすいことは疑いありません。

「連体修飾用法」をまず形容詞文で認めたのは二っのKWICを 調査 し

た結果です。動詞の 「上がる」 「当たる」 「会 う」 の3語 と、形容詞の

「青い」 「赤い」 「高い」の3語 とについて、終止形 と連体形 をまとめた

ものをそこで辞書形と呼び、その現れ方の語の全体に対する%を 出してみ

ました。辞書形のうち連体形を別に出しました。 したがって、辞書形から

連体形を引いたものが終止形となることになります。なお、 「書 く」の方

(16)



簡約日本語

も動詞2と して出しておきます。3語 のものが動詞1と なります。

「話」

「書」

動詞1 動詞2 形容詞

辞書形 31 15 83

」

連体形 11 呂 42

辞書形 29 7 63

」

連体形 14 5 54

動詞の辞書形の現れ方は語によって違 うようですが、形容詞と違う点は、

辞書形 ・連体形の現れ方が 「書」 も 「話」 も非常に少ないということです。

やはり形容詞は連体修飾語 となるのを主な職分 としているからでしょう。

そこで第一課でも、形容詞に連体形 一 ひいては辞書形を与えることとし

たいと考えました。

これと合わせて形容動詞文でも連体形を出すこととし、名詞文では、もっ

とも簡単なものとして 「Nの」の形を与えます。

第一課の5で は助詞についてです。実 はこの5に なるまでに既にいくっ

かの助詞 は与えられています。順 に 「か」 「は」 「も」 「の」 「が」 「に」

がこれです。

このうち 「か」は質問文を作 る 「か」です。 この質問に対 して 「はい」

「いいえ」の答え方 も同 じく課文で与えます。

動詞文までは主語はすべて 「は」で示 しますが、存在文になって 「が」

が導入 されます。当然 「は」 と 「が」 との問題が出てきますが、早いステッ

(17)
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プで は、 む ず か しい こ とは言 わず 、 「が」 は話 し手 と聞 き手 との 間 で始 め

て 登 場 す る トピッ クの 時 に使 う、 ぐ らい に止 め ます 。

助詞の 「に」は存在文のところで、場所を示すのに最初に出てきます。

次の5の ところでその他の意味が出てきます。到達点や方向を示すものと

しては 「に」だけをステップ1で は教えます。似た意味の 「へ」は早いス

テップでは取り上げませんが、 これについては 「日本語学」に書 き、 これ

にっけ加えるべきことはありませんから、これをご覧いただくこととして

ここはこれだけに しておきます。

第一課で教える助詞は以上のようで、5ま でに述べたものとその意味で

す。

助詞 「から」では、意味 ・用法のうち一一部 しか第一課では呈示しません。

「から」の意味にっいては次のようなものがあります。(国 立国語研究所

報俳3「 現代語の助詞と終助詞」などによる。)

1,格 助詞

① 起点を示す。

② 材料を示す。

③ 相手方を示す。

④ 原因 ・理由を示す。

⑤ 経由を示す。

⑥ 以上の意、 「も」の意味を示す。

「酒 は米 か ら作 る。 」

「先 生 か らほめ られ た 。 」

「興 奮 か ら泣 きだ した 。 」

「窓 か ら日が さす 。 」

「千 人 か らの人 が きた 。 」

(18)



簡約日本語

皿.接 続助詞 原因 ・理由を示す。

Hは 形か ら次のように分けられます。

① 用言 ・助動詞の終止形につける。(下 の②③を除 く)

② 「か ら(に)は 」の形で。

③ 「か らに」の形で。 「見るからに丈夫そうだ。」

④ 「てか ら」の形で、それ以後の意味。

これが 「話」 「書」でどれくらい現れたかを%で 示 してみます。

格 助 詞

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

「話」 31,700,161,050,930,981.59

「書」 69,491,182,896,760,792.89

接続助詞

① ② ③ ④ 計

「話」 60.17 0,140.03 3.25 100.00

「書」 13.50 0,100.10 2.30 100.00

この表か ら分かるように、 「話」と 「書」とでは全 く傾向が逆になって

います。 「話」では圧倒的に接続助詞 としての用法が多いのに対 して、

「書」は格助詞が多いのです。 このことからするならば、話 し言葉か らス

ター トする簡約日本語では接続助詞の方を先に教えるべきだ、 ということ

になりますが、他の助詞で習 うのは格助詞が多いのでここでは格助詞 の

「から」を教えることになります。書き言葉を頭の中 にまず置いている今

までの教え方は実は反省 しなければならないことでもありましょう。また、

(19)
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接続助詞を使 った構文はこのステップではむずか しすぎますので教えない

ことにします。

なお、起点を示すもので場所と時間 とどちらが多いかについては、 「話」

は場所が;「 書」は時間が多いという点まで違 っています。

「で」についても、限定、原因 ・理由の意味は後に呈示することとしま

す。

「か ら」や 「まで」のここでの意味では、例えば 「どこから来ましたか」

に対 して、 「東京からです」のように、助詞にす ぐ 「です」をつけて返事

をする事ができます。 しかし 「何を読んでいますか」に対して 「本をです」

とはあまり言いません。 この助詞では 「です」がすぐつ く、 これはっかな

い、などと一々覚えるのは初歩のステップとしてはよくないと考えるので、

ここでは 「どこまで行きますか」に対 しては 「東京まで行きます」のよう

に略さずにすべて答えるということに しておきます。

これ らの根拠は 「話」のKWICの 調査結果によっていますが、その詳

細については 「日本語学」に書 きま したので、ここでは省略す ることとし

ます。また 「日本語学」では、いろいろの疑問副詞 とこれらの助詞 との結

び付き方の調査結果 と、問に使 った助詞が答にもそのまま使われている比

率などにっいても報告 してあります。

外国人 としては、何かを求める気持ちを表 したいことが多いのではない

か、と考えて、第二課では、 これを、希望の表現、意志の表現、消極的行

為欲求の表現、積極的行為欲求の表現の、四っの表現意図による文型 とし

て、授けることとしま した。

(20)
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ここでは当然、第一課で使った文型 しか使えない、という制約がありま

す。そこで、上述のようなものとなります。例えば積極的行為欲求の表現

形式としては、いわゆる命令形はありません。

「Vな さい」には、 「Vな さいますよう」や 「Vな さいますようおねが

いします」などがあって、 これは長 くなるほど丁寧であることは余裕があ

れば授けることになります。

ス テ ップ 皿の 第三 課 は、 少 し文 型 の 系 列 か ら離 れ て 日常 の あ い さっ や 、

買 い物 の時 の ことば 、 これ に付 随 して 数 字 の 示 し方 が 入 り ま す 。 「さ よ

(う)な ら」 「い って(い)ら っ し ゃ い」 はカ ッ コの 中 は 略 して も言 う こ

と を こ こで は示 して い ます が 、 この よ うな もの は ど ち らか 一 方 だ け と しよ

う、 と い う考 え もあ りま し ょ う。 ど ち らか 一 方 とす れ ば、 カ ッコ の中 を 入

れ た形 とい うの が簡 約 日本 語 的 な考 え方 で し ょ う。

「お やす み(な さ い(ま せ))」 は前 の 「Vな さい(ま す よ う(お ね が

い しま す))」 と同 じ こ とを表 しま す。

皿一3の ところで、いわゆるコソアの体系をCに 入れるところで与えま

すが、なおここは具体的な 「洋服はどこにありますか」のようなものでも

いいのです。

D,E,H,1は 、答の部分に数字が入るもので、第三課の最後にこの使

い方をD～1と して示 しておきます。 ここでも簡約 日本語にっいての考え

方 の基本が関わることがあります。

ここでは日本人の日本語 として正 しいと思われるものを表示 してありま

す。数字の読み方にっいては場合によって違っていますので、それが全部
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わ か る よ う にな って い ま す。 カ ッコの 中 は これ も読 む と い う もの です 。 上

と同 じと き は省 略 して あ りま す。 カ ッ コの 中 で も 「百 」 や 「千 」 の と こ ろ

はそ の 「百」 や 「千 」 な どを何 と読 む か を示 して あ り ます 。 これ は これ で

も いい とい うわ け で は あ りま せ ん。Hの 何 時 間 か、 と い う の と1の 何 時

か、 とい うの で は、 ほ とん ど同 じで す が、 何 時 か へ の 答 の 方 は 「九 」 にっ

い て 「く じ」 と な り、 時 間 の方 の 「く(き ゅ う)時 間」 とな って いて 違 い

ま す。 この点 だ け違 うの で 「分 」 の とき の よ うに はHと 同 じと は い き ませ

ん。

以 上 の よ うな次 第 です が、 早 い ス テ ップ と して は この 皿 の数 字 の表 は少 々

むず か しす ぎる、 と思 い ます。簡 約 日本語 と して は、 いち、 に、 さん、 …

の系 列 と、 ひ とっ 、 ふ たっ 、 み っつ 、 … の系 列 だ け を基 本 的 な もの と

し、 そ の下 の 助 数 詞 が 何 で あ れ、 こ の基 本 的 な数 で行 く、 と い う考 え 方 も

あ る と思 い ます。 甚 だ しい場 合 は、 い ち、 に、 さ ん、 … だ け数 え て す

ます こ と も可 能 で し ょう。 こ の極 端 な場 合 か ら、 こ こに表 示 した場 合 ま で

の間 に、 考 え う る ス テ ップ は多 々 あ る と思 い ます 。 この あ た りは、 そ れ ぞ

れ の教 師 が、 何 時 間 で 終 え る コ ー スで あ るか 、 割 く こと の で き る時 間 は ど

の くらい か、 な ど とい う こ とを 材 料 に 自 らど こ ま で教 え る の か を決 め るべ

きな の だ、 と思 い ます。

この表 は い わ ば 日本 人 の 日本 語 の読 み 方 で す の で、 簡 約 日本 語 で あ れ何

で あ れ、 外 国 語 と して の 日本語 教 育 で 到 達 す べ き最 終 目標 を示 して い る こ

とに な ります 。 簡 約 日本 語 的 に考 え る な らば、 よ り基 本 度 の高 い もの で あ

り、 大 き な数 まで 一 つ の シ ステ ムで い け る漢 数 字 系 列 を教 え る べ き で し ょ

う。 この た め に例 え ば 「し じゅ う し円」 な ど と い う こ と に な っ て も分 か る

の で 認 め る とす べ きです 。
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助数詞にっいては、円などとともに度量衡の もののほか、個 と枚だけに

しました。 このところは日本人の日本語より少 し少ないこととなります。

個 と枚だけにしたのは旧日本陸軍陣営具や衣類の数え方が これだけであっ

たのをヒントにしています。この点で言えば今の若い人の 「年齢が二個上

だ」などというのは簡約 日本語的 と言えましょう。

第四課では、デス ・マスにっいての総まとめと残 された問題 とを取り上

げます。 これは簡約 日本語的な考え方であって、一っの形に関するものは、

なるべ くひとまとめに教えてしまうのが能率的と考えるからです。

まず、デス・マスの活用形をまとめて出してあります。 カッコの中に示

したものは、自然 さの程度が大分低 くなるものです。Vで 言えば 「ますな

ら」 「ます時」 「ますので」などをあまり言わない、と言っている人もい

ますが、そんなことはありません。丁寧な表現の時はよく使います。

2の 「他の動詞がつづ く形」 はすべてマスに続 く連用形1か らのもので

あって、そのほかのものではありません。 「Vた まえ」の形はやや古いし、

また命令形なので授 けな くてもいいと思います。命令的表現は既に第二課

の積極的行為欲求の表現として提示ずみとなっています。

4の 「名詞」は、Vの 連用形1が いわゆる転成名詞 となるものを示 して

いますが、すべての動詞が名詞になるわけではありません。そこで、一っ

一っこれはなる、これはならないと覚えるのは面倒ですから、 この4は 必

要かどうかを考えなければなりません。

ただ、簡約日本語の学習者に最初から持たせるべき二千語の辞書(こ れ

は動詞は連用形1で 登載されています)で は名詞 として使えるかどうかは
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明示 したいとは思 っています。

以上で簡約 日本語の概念は分かったことと思います。今まで音声 にっい

ては多 くは書いていませんが、話 し言葉を中心 と考えますか ら、音声的な

音韻 にっいては、別に簡約化す る必要はないでしょう。あるいはすべきで

はないと言えます。

アクセントについては、はじめのうちはそう厳 しく求めな くてもいいで

しょう。何 しろ無アクセント、乃至一型アクセントが存在するのですから。

イントネーションにっいてはそれほど特異なものは日本語 にはありません

から、世界のいろいろな言語に共通するもので話せばいいとします。例え

ば話 しの終わり、質問文の終わりはそれほど特殊なものはないとすること

にします。疑問詞で始まる質問文では下降調をとるといった英語のような

ものはありません。

次 に語 彙 に っ い て述 べ ます。

今 ま で この 問題 に っ いて述 べ た こ と は、 第 一 次千 語 、 第 二次 千語 とす る、

とい う こ とで す。

この二 千 語 は、 数 は少 し多 いか も しれ ませ ん 。BasicEnglishの850

語 や,VOA放 送 のSpeeialEnglishの1,400語 よ り は多 い。 こ れ は一

つ に は 日本 語 の語 彙 は基 本 語 的 で な い と言 われ て い る こ と もわ た しの頭 に

あ った と思 い ま す。 しか し考 え る と、 こ の基 本 的 で な い、 と い う こと は本

当 に言 え るの か に は疑 問 を感 じます 。

この二千語 は今のところ確定はしていません。例えば 「平成」という語
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は入 っていませんがこれは入れなければならないで しょう。その代わりに

「昭和」を捨てるわけにいかないとすれば、何か別の ものを1語 捨てなけ

ればならないで しょう。

しかし、簡約日本語ではこの二千語を絶対守 らなければならないとは考

えません。 これを多少無理 して最初に千語と限定 した例をわたしが最初に

示 したことからの誤解も多かったように思います。

今のところは、そう千語なり二千語なりにとらわれることなく、課文に

あっては二千語以外のものも使って、それは二千語以外のものとして使い、

覚えるものなら覚えて もらって もいいのではないか、 と思 っています。

さて、語数をいくら制限 しても、多義語を野放 しに したのではむずか し

さは残 ります。そこでわたしは今まで、1語 について3義 に限る、 という

ことを考えています。暫定の二千語について2義 以上の多義語を数えてみ

ますと、第一の千語では455語 で第二の千語では367語 となっていま

す。

実は、アメリカのCa七erpillarと いう会社が自分 の会社のカタログや

マニュアルを全世界の人々に分かりやす く知 らせるために設定 した850

語にっいて、1語1義 ということを標榜 していますが、これで最後までい

けるのかどうかわた しには分かりません。1語3義 と申しましたが、簡約

日本語では4義 となって しまった例外 もないことはありません。

簡約日本語の多義語 にっいては、どの語義が使用度が高いかを参考とし

て、前か ら述べている二っのKWICに ついて調べ、それぞれの語の語義

を最終的に決定 したいと考えています。以下その調査の一部分を挙げてみ

ます。 このような形での語彙論は今までないようですが、 このようなもの
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も本当のところは必要なのではないで しょうか。

ここでは意味別の分布のほか、 「書」ではどのような表記をとっている

か も示 します。また、活用語にっいては、学校文法的な活用形をも示 して

おきます。数字は小数点以下一位の ものが%で 、合計のところだけは、そ

れぞれの資料に現れた実数です。また、活用形の分布の一部 にっいては実

数で示 します。これは小数点のない数字ですので分かると思 います。

「明 る い」 と い う語 にっ いて 。 意 味 と して は、 ① 光 が 十 分 な 状態 だ、 ②

ほが らか だ 、 ② 一2と して 、 不 正 や 後 ろ ぐ らい と こ ろが な い、 ③ よ く知 っ

て い る、 な どが あ り ます が 、 ② 一2は ① ～ ③ の 他 に設 け た もの で す。 ま た

そ の 他 と して 「希望 」 と い うの が あ り ます 。 これ は 「前 途 が ～ 」 「見 通 し

が ～」 な ど とあ り ます が 、 これ は広 く言 う と② の うち に入 れ る こ と もで き

るで しょ う。

①

②

② 一2

希望

合 計

「話」 「書 」

明るい

47.1 4.2

52.9 75.0

4.2

16.7

17 48

意味としては一番基礎である①は 「書」では特に少ないようです。次の

活用の合計の数は上の表 と同 じです。
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「'話」 「書」

ーア カ ル
カ Ψ 2」

ク 35.3 35.4

イ (終止) 5.9 4.2

イ (連体) 56.a 5乱窃

活用の方ではこの語の場合 「話」と 「書」と櫨よく一致 していると言え

ます。

実質的な名詞の例 として 「あたま(頭)」 を示 します中意味 とLて 簡約

日本語に登録する候補 として、①首から上、②頭脳の働 き、③頭髪、があ

ります。

「話」 「群」

頭

① 3臼.7 74.4

② 36.9 20.5

③ 9、曾 5.1

そ の 他1,は じあ 3.6

そ の 他2.先 頭 9.曾

一番

合 計 111 39

この意味を見ますと、肉体的な 「首か ら上」の意昧は書詣言葉的である

ことにな ります。話 し言葉では、ここで、その他の二っの意味が棺当ある

のに対 して書き言葉には全 くありません。三っの意味を考えるときのわた

し砂f頭 」惟書き言葉的であウたか、と反省させ られます。

ここでは集計 していないものに慣用句があります音語例数は 「話」19、

「書」17で すが、 その内訳が二っの差を表 していておもしろい。 まず
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「話 」 で は 「頭 が痛 い」3、 「頭 をか か え る」1、 「頭 が 重 い 」1、 「頭

に くる」14、 で あ るの に対 して、 「書 」 は 「頭 を か く」2、 「頭 を下 げ

る」4、 「頭 が痛 い」1、 「頭 を痛 め る」5、 「頭 を 悩 ま す」1、 「頭 を

か か え る」3、 「頭 を ひ ね る」1、 とな って いま す。 「頭 に く る」 は話 し

言葉 的 と言 え るで しょ う。 助 詞 「を」 を使 った慣 用 句 は書 き言 葉 的 と言 え

るの か も しれ ませ ん が、 これ に も う少 し多 くの例 を他 の語 にっ いて も集 め

てか ら言 うべ き こ とで あ り ま し ょ う。

「書 」 は複 合語 と して 「坊 主 頭 」 が一 っ あ り ま した 。 この 「書」 は新 聞

を例 と して い るの で す が、 特 に新 聞 的 な もの と して 広 告欄 に頭 金 の略 と し

て の 「頭 」 が174あ って、 これ は大 勢 力 で す。 新 聞 を 読 む た あ の 日本 語

教育 で は無視 で きな い と思 い ます が、 今 もそ うな の か ど うか は調 べ て み な

い と分 か り ませ ん。

次 に副詞 の 「いっ も」 で す。 意 味 は、① いつ で も、 ② ふ だ ん 、 と しま し

た が 、 実 際 に当 た って み ます と、 こ の二 っ は重 な る部 分 が あ る よ うで 分 け

に くい と こ ろが あ り ま した。 しか し、 に もか か わ らず 分 け た結 果 を次 の よ

う に 「話」 と 「書 」 とで相 当 違 い ます 。

「話 」

①

②

151
.9

48.1

合 計 79

「書 」

88.1

11.9

42

「書 」 の方 は、 他 に 「いっ も なが ら」1が あ りま した。 「書 」 の方 が意

味① に傾 いて い る と は言 え るで し ょ う。
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次に動詞 「動 く」ですが、簡約日本語のこのステップでは 「動き」 とい

う形で与えます。

意味は、①移る、②変わる、③移動する、に3大 別 します。細か く分 け

ればいろいろになりますが、多 くはこの三つのバ リエーションと考えられ

ます。その他に 「感動する」の意味があると思われますが、ここには出て

きませんで した。

「話」 「書」

動 く う ご く 計

① 67.2 11.7100.0 12.3

② 13.4 40.9 40.6

③ 19.4 47.4 47.1

合計 67 1541 155

「話」 と 「書」 とで意味の分布に大きな違いがあることが明 らかです。

ここでは 「話」は基本的意味が多いことが指摘されますが、他の語でもそ

うであるかはまだ決め られないところがあ ります。

活用などの形は簡単に示 しますと、次のようになります。

この表の合計欄が意味の表の合計欄 と違 うのはこの活用の ところでは
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「動かす」などの別動詞が省いてあり、また 「動き」 という名詞形が省い

てあるためです。名詞形 は 「話」で6例 、 「書」で102例 で した。名詞

形は非常に井き言葉的です。

名詞の 「うち」について。わた しは最初3義 として、①なか、②一定の

限度内、③自宅、を挙げましたが、資料に当たっている人の意見によって、

②、③をそれぞれ二っに分けて考えて、あとでこれを三つにしていくのに

はどうすべきかを決めることにしました。ここで①は、空間的に設定 され

たある範囲の内部、内側、②一1は 、具体的な事柄についてある範囲を限

定 し、その範囲内で物の考えられるべきことを表す語、②一2は 、時間的

に設定されたある範囲の内部、あいだ、③一1、 自分の属している、会社 ・

役所 ・学校などの団体や機関、自分の家庭、我が家、③一2は 、自分以外

の一般的家庭、人が住むための建物、 としま した。 これは 「大辞林」

(こ省堂)の 意味記述を参考として述べたものですが、 この辞書で名詞に

っいて12の 意味を立てています。 このうち第8ま での意味のうち⑤を除

いての ものは上の五っに入れて しまいます。また、 これに入 らないものと

しては⑤心の中、内心、⑨内裏、宮中、⑩天皇、⑪妻、夫、⑫仏教以外の

教えに対 して、仏教を指す、がありますが、簡約 日本語 としては無視 して

よろしいか、と思います。奥さんが手紙の署名 として夫の姓名のあとに書

く 「内」はこの⑪でしょうか。 これは現代に生 きていますが、早いステッ

プで教えることはないでしょう。

なお代名詞 としての 「うち」は無視 します。

以上によって、資料を意味分類すると、次のようになります。
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「話 」 「書 」

う ち
:

内 計

① 0.5 0.5

② 一1

② 一2 11:1}16・ ・

65.9

25.2 }91・1・

100.0

ll:1}91・2

③ 一1

③ 一2 ll:1}84・・

8.4

3

8.3

合 計 606 202 3 205

この結果を見ますと、この語の基本的な意味 と考えられる①の意味では

ほとんど使われていないことがわか ります。使用率だけによらず、基本的

な意味に、いろいろな意味を類推する基礎として教えるべきだ、 という考

え方はありますが、それにしてもこれは少なすぎます。 「内側」などの語

があれば 「うち」ではこの意味を教えないことにしてもいいと考えますけ

れども、今のところ暫定的な二千語の中には 「内側」は入っていないので、

これから考えることになります。

①をやめるとして、3義 をどれにすべきかが次の問題です。②が書き言

葉的、③が話 し言葉的、 ということははっきりしました。三つ目として②一

2を 残すか、③一2を 残すか、 という決定を しなければな りません。②一

2は 話 し言葉にもあるのに対 して、③ 一2は 書き言葉ではゼロですか ら、

これをカットする、 という考え方があるで しょう。 この③の意味 としては

別に第一の千語の中に 「いえ」があるのですか らこれを使 うように少なく

とも最初の方のステップでは考えるべきだ、ということになります。

なお、これに関 しては 「書」の資料に 「家」 という表記 は一つ も出てき

ませんで した。当時の新聞は多少は音訓表のことも考慮 していましたか ら、

当時 「うち」という訓の認められていなかった 「家」という字を使わなかっ

たので しょう。
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動 詞 「生 ま れ る」 は あ ま り面 倒 な こ と は あ り ませ ん 。 意 味 ① は、 出生 す

る、 ② は、 生 じる、 です 。

「話」

生まれる

「書」

生れる 計

①

②

87.8

12.2

40.7

59.3

50.0

50.0

45.8

54.2

合 計 49 27≡32
3 59

なお 「書」はすべて漢字を使った表記でした。慣用表現と考えた 「持 っ

て生まれた」はここでは算入 してありませんが、これを①に入れると 「書」

は①が51.0%、 ②が49.0%と なります。いずれにしても、派生的意

味の方が書き言葉 に多 くなっています。

なお、他に 「(地名)生 まれ」や 「～年生まれ」の、 ここでは名詞 とし

て扱い、上の表に含まれていないのが 「話」で19例 、 「書」で 「生まれ」

14例 、 「生れ」13例 、ここでは全部平仮名の 「うまれ」1例 がありま

した。

簡単な活用形の調べでは次のようになっています。実数です。

「話」 「書」

ウマ レ
ー.

(未然) 2 3'29'

7

3

4

6

4

4

59

ウマ レ ～ 夕

～ テ

～ マ ス

～V

中 止

18

20

2

5

1

1

49

ウマ レル (終止)

(連体)

合 計
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「て」の形が話 し言葉的で、 「た」の形が書 き言葉的なのは、今後のス

テップで、いわゆる 「て」formを どう扱 うかを考える参考になりま した。

「書 く」についても、 この傾向は多少あります。

なお、当然 「生まれる」は 「生む」 と関係があります。 自動詞に対する

他動詞です。これは 「話」では2例 だけですべて①の意味、 「書」では全

部で23例 のうち3例 が②の意味、20例 が②の意味となっています。表

記は1例 だけ 「産」で①の意味、あとはすべて 「生」で した。

動詞の 「打つ」について。意味 としては、①物を他に強 く当てる、②打

ちつける、③ある動作 ・仕事をする、の3義 としました。③は 「岩波国語

辞典」では 「ある効果をねらって、ある事をする」 となっています。 ここ

では 「-1囲 碁 ・将棋」「-2注 射 ・鍼」「-3電 報 ・タイプライター」に分

けました。なお銃砲の類の「撃っ」は別語として第二の千語に入っています。

「話 」 「書」

打っ うつ 計

① 52.2 54.6 52.2

② 6.0 1.5 1.5

③ 一1 17.9 33.3 31.9

③ 一2 10.4 1,566.7 4.3

③ 一3 10.4 3.0 2.9

その他 3.0 6,133.3 7.2

合 計 67 663 69

「話」のその他は 「札所をうっ」「内金をうつ」一つずっでこれはともに

③に入れてもいいものです。「書」 のその他は合計で、 ピリオ ドなどの文章

に使 う符号 についてが3、 心情についてと「ナワをうつ」とが各一つでした。

①、②、③ではすべて 「話」と 「書」 とはほとんど同じ分布と言 ってい
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いで しょう。ただ③のそれぞれの中が違 っています。～2に ついてはこれ

は確かに話 し言葉で しょう。電報なども、書き言葉では 「打電する」など

となるで しょう。

その他はやや慣用句的です し、③ もそうかもしれませんが、 「書」では

以上の他に、 「手を～」4例 、 「相槌を～」 「ばくちを～」 「打 って一丸

となり」 「うってかわる」各1例 となっています。 この中には①や③に入

れてもいいものもあります。

②は 「釘を打っ」などを想定 して立てたのですが、案外少なくて これで

はこの意味は削 ってもいいでしょう。多分①から容易に推 し測ることがで

きると思います。

①の意味はほとんどがスポーッ関係です。 「話」ではすべてがそ うで、

35例 中、野球27例 、バ レーボール4例 、ボクシング4例 です。 「書」

の方は36例 中、33例 がスポーッ用語ですべて野球でした。あとの3例

は怪我で、 「頭を(強 く)打 って」などです。

活用では次のようになっています。

「話 」 「書 」

打タ (未然) 4 13

打チ 21 4

打 ッ 夕 4 9

テ 18 24

タ ラ 1

タ リ 1

打ツ (終止) 6 11

(連体) 7 5

打テ ノ・ミ 1

打テ (命令) 2

打テル (可能) 2 3

合 計 67 69
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簡約日本語

「て」の形が大変多いことはここでも同様です。 「話」に 「打チ」が多

いのは 「打ちます」が20例 あるからです。その他の1例 は 「お打ちにな

る」です。

最後に形容詞 「濃い」の例。意味としては最初は、①色や味の程度が強

い、②密度が高い、の二っを考えていましたが、 「書」の方にその他のも

のが多 く出てきました。これは③として、可能性が高い、の意味を立てる

べきかもしれません。 「疑いが～」 「優勝の色が～」などがこれですが、

なお 「反米色が～」などは物事のある様子が強 く現れている、の意味です。

特に書き言葉的であると言えます。これ らは①、②か ら類推ができるとも

考えられますが、この①と② も一つにまとめて、 これは多義語 としないと

いう考え方 もありましょう。 これか ら考察すべき問題です。

「話」 「書」

濃い こい 計

① 77.8 18.8 17.6

② 222 37.5 35.3

その他 43.7 100.0 47ユ

合 計 9 16 11 17

活用形は次のようになっています。

「話」 「書」

濃ク

濃イ(終 止)

(連体)

呂

日

6

2

9

合 計 9 17
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文林 二十六号

「話 」 の うち連 体 の 中 に入 れ た もの の 一つ は 「グ レー ヤ、 ワ リ トコ イ テ

イ イ ミテ ーヤ ネ」 とい う と ころ に現 れ た もの で す。 「濃 くて い い」 の 意 味

で し ょ う。 終 止 の うち2例 は デ スに続 い て い ま す。 「濃 ク」 と い う形 は{聾

き言 葉 的 と言 え るで し ょ う。

以上まだ途中も、 ごく最初のところだけですが、簡約 日本語の大体の考

え方について述べました。デス ・マス体で書きましたし、ただ文体だけで

なく内容も本誌のこれまで、及び本号の他の論文とは大分 トーンが違 って

いて、なじまない感 じをお持ちの方 もおいでのことと思 います。

今回のデータ作成に当たった共同研究者、川又瑠璃子、加持文子、その

他の方々、また機会を与えて下さった松蔭女子学院大学の同僚諸氏に感謝

します督
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